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今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
に
か
か
り

や
す
い
時
期
。
特
徴
や
対
策
を
知

っ
て
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
？
風
邪
？
】

　

く
し
ゃ
み
や
発
熱
な
ど
、
症
状

が
風
邪
に
似
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
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フ
ル
エ
ン
ザ
は
高
熱
や
頭
痛
、
筋
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肉
痛
や
全
身
の
だ
る
さ
が
風
邪
よ
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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り
強
く
現
れ
ま
す
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
寒
く
て
空
気

が
乾
燥
す
る
冬
に
活
動
し
や
す
い

性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、　

月
頃
か
ら
流
行
し
は
じ
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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め
、
翌
年
２
月
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

え
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
た
い
へ
ん
感
染
力
が
強
く
、

流
行
し
始
め
る
と
次
々
と
感
染
が

広
が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
流
行
す

る
前
か
ら
予
防
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

【
か
か
り
や
す
い
人
は
？
】

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
で
治
療
中
の
方
な
ど

は
特
に
重
症
化
し
や
す
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
命
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

【
か
か
っ
た
と
き
は
？
】

●
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

�
�

�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�

う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
、

早
め
に
治
療
を
受
け
て
治
す
こ
と

は
、
自
分
の
体
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
他
の
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
も
大
切
で
す
。

●
の
ど
が
乾
燥
す
る
と
免
疫
の
働

き
が
弱
く
な
る
た
め
、
水
分
を
充
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分
に
と
っ
た
り
、
加
湿
器
な
ど
で
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保
湿
し
ま
し
ょ
う
。
発
熱
に
よ
っ

�
�

�
�て

汗
を
か
く
の
で
、
脱
水
症
状
を

防
ぐ
た
め
に
も
水
分
は
こ
ま
め
に

と
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
、
体
を
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休
ま
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
免

�
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�
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疫
の
働
き
を
高
め
る
た
め
に
栄
養

を
充
分
に
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
マ
ス
ク
を
使
用
し
て
周
り
へ
の
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感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
熱

が
下
が
っ
て
も
ウ
イ
ル
ス
は
体
内

か
ら
完
全
に
排
出
さ
れ
て
は
い
な

い
の
で
、
２
日
程
度
は
ゆ
っ
く
り

�
�

�
�
�
�
�

休
養
し
て
か
ら
職
場
な
ど
に
復
帰

�
�

�
�す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
を
し
よ
う
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
最
も
効
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�
�
�
�
�
�
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果
的
で
す
。
予
防
接
種
を
受
け
れ

ば
絶
対
に
感
染
し
な
い
と
は
限
り

ま
せ
ん
が
、
た
と
え
感
染
し
発
症

し
て
も
、
重
症
化
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
る
死
亡
を
減
ら
す
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
予
防
接
種
を

受
け
て
か
ら
予
防
効
果
が
出
る
ま

で
に
約
２
週
間
か
か
り
、
予
防
効

果
は
５
か
月
ほ
ど
続
く
と
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
毎
年
流
行
が
始
ま

る
前
の　

月
上
旬
ま
で
に
は
予
防

12

接
種
を
受
け
て
お
く
の
が
理
想
的

で
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
手
洗
い
・
う

が
い
を
心
掛
け
、
流
行
時
期
は
人

ご
み
へ
の
外
出
を
控
え
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

和
寒
町
で
は
、
町
内
の
医
療
機
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�
�
�

関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
受
け
た
場
合
、
１
回
に
つ
き

�
�

�
�
�
�
�
�
�

１
千
円
を
助
成
し
ま
す
。
町
外
の
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�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�

医
療
機
関
で
の
予
防
接
種
に
は
助
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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成
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健

師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
電
話　

３
２
―
２
０
０
０
番
）

保
健
師　

鈴
木
悠
希
江
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▼
お
ば
け
の
ジ
ョ
ー
ジ
ー
の
ハ

ロ
ー
ウ
ィ
ー
ン（
ロ
バ
ー
ト
・
ブ

ラ
イ
ト
）▼
ぼ
く
と
ル
ー
ク
の

一
週
間
と
一
日（
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ

ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）▼
チ
コ
と

き
ん
い
ろ
の
つ
ば
さ（
レ
オ
・
レ

オ
ー
ニ
）▼
ひ
つ
じ
の
メ
ェ
ー

リ
ン
ダ（
ル
ー
シ
ー
・
ミ
ュ
レ
ロ

ヴ
ァ
）▼
へ
ん
し
ん
マ
ジ
ッ
ク

（
あ
き
や
ま
た
だ
し
）
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�

▼
き
の
う
の
世
界（
恩
田
陸
）▼

三
月
の
招
待
状（
角
田
光
代
）▼

エ
ネ
ル
ギ
ー
上
・
下（
黒
木
亮
）

▼
セ
ー
ヌ
の
川
辺（
池
澤
夏
樹
）

▼
容
赦
な
き
牙（
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ

・
パ
ー
カ
ー
）▼
天
安
門（
S
h

a
n
S
a
）▼
銭
湯
の
人
魚
姫

と
魔
女
の
森（
Ｄ
）▼
灼
夜（
永

瀬
隼
介
）▼
赤
い
星（
高
野
史
緒

▼
か
わ
い
い
切
り
紙
絵
本（
イ

ワ
ミ
カ
イ
）▼
織
姫
か
え
る（
泡

坂
妻
夫
）▼
テ
ン
ペ
ス
ト
上
・
下

（
池
上
永
一
）▼
平
等
ゲ
ー
ム

（
桂
望
実
）▼
銀
河
祭
り
の
ふ
た

り（
杉
本
章
子
）▼
新
三
河
物
語

上
巻（
宮
城
谷
昌
光
）▼
オ
ー
ル

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
２（
山
田
悠
介
）

▼
恋
の
か
け
ら（
唯
川
恵
・
山
崎

ナ
オ
コ
ー
ラ
）▼
博
物
館
の
裏

庭
で（
ケ
イ
ト
・
ア
ト
キ
ン
ソ

ン
）▼
見
知
ら
ぬ
場
所（
ジ
ュ
ン

パ
・
ラ
ヒ
リ
）▼
１
３
番
目
の
物

語
上
・
下（
ダ
イ
ア
ン
・
セ
ッ
タ

ー
フ
ィ
ー
ル
ド
）▼
身
近
な
漢

字
を
楽
し
む（
小
山
光
一
）▼
八

二
一
の
に
ゃ
ん
ぽ
の
達
人（
八

二
一
）▼
英
国
流
ビ
ス
ケ
ッ
ト

図
鑑（
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ペ
イ

ン
）▼
魔
女
流
ク
ッ
キ
ン
グ（
有

田
道
子
）
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（椿姫　彩菜/著）
心は女の子なのに、身体は男の子と
して生まれてしまった著者が、家族
との絶縁、恋の苦悩、社会的偏見、命
がけの手術など、さまざまな困難と
向き合い、「女の子」として人生を再
スタートするまでを綴る。

☆毎週土曜日
　14時00分～
おはなしかい開催


